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の
商
品
が
で
き
ま
し
た

空
手
道
ア
ジ
ア
大
会
で
メ
ダ
ル
獲
得

　

ア
ジ
ア
17
か
国
の
14
〜
17
歳
の
選
手
約

８
０
０
人
（
う
ち
日
本
選
手
61
人
）
が
出

場
し
て
７
月
21
日
（
木
）
に
中
国
（
福
建

省
）
で
開
催
さ
れ
た
第
11
回
ア
ジ
ア
ジ
ュ

ニ
ア
＆
カ
デ
ッ
ト
空
手
道
選
手
権
大
会
に

お
い
て
、釡
み
な
み
さ
ん
（
佐
敷
中
３
年
）

が
金
メ
ダ
ル
を
、
田
村
嵐
さ
ん
（
同
）
が

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
人
は
、帰
国
直
後
の
７
月
26
日
（
火
）

に
試
合
結
果
報
告
の
た
め
竹
﨑
町
長
を
表

敬
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。

　

釡
さ
ん
は
「
外
国
の
選
手
と
試
合
を
す

る
の
は
最
初
は
怖
か
っ
た
け
ど
、
こ
れ
ま

で
の
き
つ
い
練
習
を
乗
り
越
え
て
き
た
こ

と
や
皆
さ
ん
の
応
援
で
い
い
結
果
を
出
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
」、田
村
さ
ん
は
「
ア

ジ
ア
大
会
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
大
会

で
活
か
し
、
い
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う
頑

張
り
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
今
大
会

は
体
重
別
競
技
の
た
め
、釡
さ
ん
は
増
量
、

田
村
さ
ん
は
減
量
に
か
な
り
苦
労
さ
れ
た

そ
う
で
す
。

　

竹
﨑
町
長
は
「
お
２
人
の
活
躍
は
芦
北

町
の
ス
ポ
ー
ツ
の
歴
史
に
残
る
快
挙
。
国

際
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
で
身
に
付
け
て

き
た
こ
と
を
後
輩
に
も
教
え
て
く
だ
さ

い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
２
人
は
８
月
19
日
か
ら
群
馬
県

で
開
催
さ
れ
る
全
国
中
学
生
空
手
道
選
手

権
大
会
に
向
け
チ
ー
ム
メ
ー
ト
と
と
も
に

猛
特
訓
中
で
す
。
自
分
の
力
を
十
分
に
発

揮
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

環
境
に
や
さ
し
い
町
へ
向
け
て

金
釡
み
な
み
さ
ん

田
村
嵐
さ
ん

銅

▲温泉塩アイス（甘夏）

▲温泉塩アイス（ごま）

▲温泉塩アイス（ミルク）

◀温泉塩飴
　

芦
北
町
が
約
２
年
半
の
期
間
を
か
け

て
特
産
品
化
を
進
め
て
い
た
御
立
岬
温

泉
セ
ン
タ
ー
の
「
温
泉
塩
」
の
商
品
第

１
弾
が
完
成
し
、
７
月
15
日
（
金
）、

御
立
岬
温
泉
セ
ン
タ
ー
で
発
表
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
こ
の
温
泉
塩
を
活
用
し
、
㈲

御
立
岬
で
製
品
化
し
た
商
品
は
、
そ
る

と
ク
リ
ー
ム
（
２
５
０
円
）、
３
種
類

の
カ
ッ
プ
ア
イ
ス
（
甘
夏
・
ミ
ル
ク
・

ご
ま
、
各
２
０
０
円
）、
塩
飴
（
２
５
０

円
）
の
５
つ
で
す
。
こ
れ
ら
の
商
品
は

御
立
岬
温
泉
セ
ン
タ
ー
や
道
の
駅
た
の

う
ら
の
物
産
館
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

完
成
発
表
会
の
参
加
者
は
、
塩
が

入
っ
て
い
る
ア
イ
ス
と
塩
が
入
っ
て

い
な
い
ア
イ
ス
を
食
べ
比
べ
、「
塩
が

入
っ
て
い
る
方
が
甘
み
が
増
し
て
お
い

し
い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

田
浦
保
育
所
の
園
児
も
、「
お
い
し
い
」

と
何
度
も
お
か
わ
り
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

こ
の
温
泉
塩
は
、
御
立
岬
温
泉
セ
ン

タ
ー
の
地
下
約
１
０
０
０
m
の
温
泉
水

か
ら
作
っ
た
塩
で
、成
分
分
析
の
結
果
、

ミ
ネ
ラ
ル
分
豊
富
な
塩
で
す
。

　

芦
北
町
の
新
た
な
特
産
品
が
加
わ
り

ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
続
く
暑
い
時
期
を

温
泉
塩
の
入
っ
た
商
品
を
食
べ
て
乗
り

切
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▲温泉塩ソフトクリーム（そるとクリーム）を食べる田浦保育所の園児

　

１
つ
目
は
、
不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル
回

収
事
業
で
す
。
ご
み
の
不
法
投
棄
を
徹
底

的
に
撲
滅
す
る
た
め
、
㈱
イ
ワ
モ
ト
に
委

託
し
パ
ト
ロ
ー
ル
回
収
を
行
い
ま
す
。

　

町
内
全
域
を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
と
も

に
、
不
法
投
棄
さ
れ
た
ご
み
を
発
見
次
第

回
収
し
ま
す
。
住
民
の
皆
さ
ま
の
通
報
に

も
対
応
し
ま
す
。
山
や
河
川
・
道
路
等
に

不
法
投
棄
さ
れ
た
テ
レ
ビ
や
洗
濯
機
な
ど

の
ご
み
を
を
見
掛
け
た
ら
下
記
ま
で
連
絡

い
た
だ
け
れ
ば
回
収
に
伺
い
ま
す
。▲トラックでパトロールし、ごみを発見し

　たらその場で回収します

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

　

２
つ
目
は
、
揚
げ
物
な
ど
の
料
理
で
使

用
し
た
食
用
油
の
廃
油
を
回
収
し
、
公
用

車
（
ご
み
回
収
車
等
）
の
燃
料
と
す
る
事

業
で
す
。

　

集
め
た
食
用
廃
油
は
、
専
用
の
機
械
で

５
時
間
か
け
て
ろ
過
す
る
と
、
バ
イ
オ

デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
な
り
ま
す
。

　

連
絡
い
た
だ
く
と
食
用
廃
油
を
回
収
に

伺
い
ま
す
。
ご
家
庭
や
事
業
所
で
温
暖
化

防
止
に
貢
献
で
き
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

芦
北
町
で
は
、
ご
み
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
新

た
に
２
つ
の
事
業
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
来

年
６
月
ま
で
の
予
定
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。

▲食用廃油を専用の機械で
　５時間かけてろ過します

▶
「
初
戦
の
イ
ラ
ン
の
選

　
　
手
が
や
り
づ
ら
か
っ

　
　
た
」
と
釡
さ
ん

▶
敗
者
復
活
で
見
事
銅
メ

　
ダ
ル
を
獲
得
し
た
田
村

　
さ
ん

▲竹﨑町長に外国人との対戦の難しさなど報告されました

中
国
楽
器
「
二に

こ胡
」
の

　
　
　

音
色
に
聴
き
入
る

　
「
こ
の
楽
器
は
日
本
の
胡こ
き
ゅ
う弓
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
二に

こ胡
と
い
う
中
国
の
伝
統
的
な

楽
器
で
す
」
一
曲
目
の
演
奏
の
後
、
姜
ジ
ャ
ン　

建ジ
ェ
ン
ホ
ワ

華
さ
ん
（
中
国
・
北
京
在
住
）
が
優
し

い
口
調
で
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
っ
た
観
客
約
３
０
０
人
に
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
民
の
方
々
に
一
流
の
音
楽
演
奏
に
触

れ
て
も
ら
お
う
と
「
演
奏
家
派
遣
事
業
」

が
７
月
10
日
（
日
）
か
ら
12
日
（
火
）
に

か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
初
日
は
一
般
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
、
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

姜
ジ
ャ
ン
さ
ん
は
、
世
界
的
に
有
名
な
指
揮
者

小
澤
征
爾
さ
ん
か
ら
一
緒
に
共
演
し
た
い

と
言
わ
れ
る
な
ど
、
二に

こ胡
演
奏
者
の
第
一

人
者
と
し
て
認
め
ら
れ
て
お
り
、現
在
、

世
界
各
国
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
姜

ジ
ャ
ン

さ
ん
が
25
年
前
か
ら
お

付
き
合
い
さ
れ
て
い
る
ピ
ア
ノ
奏
者
の

長
尾
博
子
さ
ん
（
東
京
在
住
）
と
の
共

演
と
な
り
、
観
客
は
、
伝
統
あ
る
二に

こ胡

の
音
色
と
軽
や
か
な
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に

聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
日
と
12
日
は
、
町
内
中
学
生
を
対

象
に
演
奏
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
に
「
二に

こ胡
は
バ
イ
オ
リ
ン
の
音

色
に
似
て
い
ま
す
が
、
音
域
は
バ
イ
オ

リ
ン
の
半
分
し
か
な
く
シ
ン
プ
ル
な
楽

器
で
す
」
と
音
を
出
し
な
が
ら
丁
寧
に

楽
器
の
説
明
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

二に

こ胡
の
た
め
に
作
ら
れ
た
中
国
の
音

楽
や
バ
イ
オ
リ
ン
用
の
音
楽
、
日
本
の

童
謡
を
披
露
さ
れ
た
か
と
思
う
と
最
近

の
日
本
の
歌
謡
曲
ま
で
ピ
ア

ノ
と
一
緒
に
感
情
を
込
め
な

が
ら
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　

姜
ジ
ャ
ン

さ
ん
は
10
歳
の
時
に
こ

の
楽
器
を
学
び
13
歳
で
海
外

活
動
を
始
め
ら
れ
た
そ
う
で

す
。「
芦
北
の
中
学
生
の
皆

さ
ん
、
楽
器
で
も
何
で
も
い

い
の
で
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に

若
い
う
ち
か
ら
挑
戦
し
て
く

だ
さ
い
」
と
芦
北
の
若
者
に

エ
ー
ル
を
送
ら
れ
ま
し
た
。

▶
中
学
生
の
前
で
表
情
豊
か
に
演
奏
す
る
姜
ジ
ャ
ン

建ジ
ェ
ン
ホ
ワ

華
さ
ん

  

食
用
廃
油
の
回
収
方
法

　

回
収
に
は
町
の
委
託
を
受
け
た
㈱
イ
ワ

モ
ト
の
社
員
が
伺
い
ま
す
。
食
用
油
は
、

中
身
が
見
え
る
透
明
で
キ
ャ
ッ
プ
の
つ
い

た
容
器
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
）
に
入
れ
、

３
本
以
上
た
ま
っ
た
ら
左
記
連
絡
先
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
連
絡
・
お
問
い
合
わ
せ

　

㈱
イ
ワ
モ
ト

　

☎
（
８
６
）
１
０
０
２

　

 

受
付
時
間 

午
前
８
時
30
時
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
（
土
日
祝
祭
日
除
く
）

地
下
１
０
０
０
m
か
ら
の
贈
り
物

！

第
１
弾
「
温
泉
塩
」
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ま ち の 出 来 事

　平成１８年８月２４日から平成２３年８月６日までの５年間、芦北町の
ALT（英語指導助手）として勤務されたエリカ・ロング先生が、竹﨑町長へ
帰国報告のため役場を訪問されました。
　エリカ先生は、これまでに芦北幼稚園、吉尾小・湯浦小・内野小・佐敷小・
大野小・佐敷中・大野中に勤務され、英語に楽しく触れてもらうため、園児・
児童・生徒へ楽しめる英語指導をされました。

ALTエリカ先生帰国

　

７
月
21
日
（
木
）、
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で
、
童
話
に
親
し

み
、
読
書
意
欲
の
向
上
と
心
豊
か
な
人
間
性
の
育
成
を
図
る
た

め
、
芦
北
町
童
話
発
表
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
町
内
の
小
学
校
か
ら
各
学
年
の
代
表
41
人
が

出
場
し
、
学
校
や
家
庭
で
練
習
を
し
て
き
た
成
果
を
発
揮
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
学
年
の
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
児
童
が
出
場
し
た

水
俣
・
芦
北
地
区
童
話
発
表
会
が
８
月
１
日
（
月
）、
津
奈
木

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
人
の
地

区
代
表
が
選
出
さ
れ
、
そ
の
１
人
に　

下
実
央
さ
ん
（
田
浦
小

５
年
）
が
見
事
選
ば
れ
、
10
月
８
日
（
土
）
に
熊
本
市
で
開
催

さ
れ
る
熊
本
県
童
話
発
表
会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

▶
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

　
（
４
〜
６
年
生
）

▲水俣・芦北地区の代表
　となった　下実央さん

上
手
に
発
表
で
き
た
か
な

　

芦
北
町
童
話
発
表
会
の
入
賞
者

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◇
１
年

   

優
秀
賞　

松
﨑　

陽ひ
な
た向
（
佐
敷
）   

   

入
　
賞　

橋
本　

呼こ
ゆ
き幸

（
湯
浦
）

   

入
　
賞　

松
﨑　

柊し
ゅ
う
と斗
（
計
石
）

◇
２
年　

   

優
秀
賞　

大
﨑　

匠
た
く
み
（
湯
浦
）      

   

入
　
賞　

薮
下　

奏
か
な
で

（
佐
敷
）

   

入
　
賞　

岩
田　

瑞み
ず
な菜
（
田
浦
）

◇
３
年　

   

優
秀
賞　

窪　
　

星
あ
か
り
（
田
浦
）　  

  

入
　
賞　

 

遠
山　

紘ひ
ろ
き生
（
佐
敷
）

  

入
　
賞     

竪
野　

瑠る

か風
（
大
野
）

◇
４
年　

   

優
秀
賞　

大
岩　

夏な
つ
み美
（
田
浦
）  
   

入
　
賞　

赤
星　

翔は
づ
き月

（
湯
浦
）

   

入
　
賞
　
渕
上　

綾あ
や
か香
（
内
野
）  

◇
５
年　

   

優
秀
賞
　
　
下　

実み

お央
（
田
浦
）   

   

入
　
賞
　
村
田　

海か
い
せ
い晟
（
佐
敷
）

   

入
　
賞    

柳
田　

康こ
う
た汰

（
内
野
）

◇
６
年　

   

優
秀
賞　

鬼
塚　

大だ
い
き輝

（
湯
浦
）   

   

入
　
賞　

石
村　

隆
り
ゅ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
（
計
石
）

   

入
　
賞    

川
口　

紗さ

き季
（
佐
敷
）

▶
入
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

　
（
１
〜
３
年
生
）

　私が芦北に赴任した５年間、芦北でとっても楽しい時間を過ごさせていただきました。芦北町の人たち
はフレンドリーで、笑顔が素敵で、人の手助けをするのが好きな人ばっかりで大変素晴らしく、私にもと
ても親切にしていただきました。カナダに帰るのはとても寂しいです。
　芦北に来た５年前は、芦北弁はもちろんですが、日本語が全く理解できませんでした。でも今では日常
生活で使用する日本語はほとんど理解できるようになりました。芦北の皆さんのおかげです。
　私はカナダの北部に住むことになります。冬はマイナス３０度の世界でとても寒いですが、オーロラが
とても綺麗です。芦北の皆さんオーロラを見たい時はご案内しますね。
　私からひとつお願いがあります。今まで芦北町が行っている国際交流事業をこれからもぜひ継続してく
ださい。韓国やカンボジア、イギリスなどの国々と交流を持って活動していることは、芦北の子どもたち
にとっても大変意味があることです。私は英語を芦北町の子どもたちに教えていました。国際感覚を身に
つける環境づくりが外国語を学ぶ土台となります。
　芦北の皆さん、本当に親切にしてくださりお世話になりました。また会える日まで See you soon.

５年間

ありがとう！

大野地域の安全を守ります

　７月１３日（水）、NPO 法人みさとの地域見守
り事業として「大野地域自主防犯パトロール連絡
会」発足式が、大野出張所で行われました。
　交通事故や悪質な訪問販売などが発生している
状況を改善しようと、大野小ＰＴＡ・大野中ＰＴ
Ａ・肥後大野郵便局・天月駐在所・ＮＰＯ法人み
さとが連携を図りながらパトロールを行います。
　「子どもたちやおじいちゃんおばあちゃんが安
心して安全に暮らせるように見守り活動を推進し
ていくことを誓います」とＮＰＯ法人みさとの小
山さとみさんが決意表明されました。

新給食センターができます

　７月１２日（火）、芦北町学校給食共同調理場（仮
称）の安全祈願祭が町関係者や学校関係者、施工
業者など約９０人が出席し、建設場所のヤングサ
ンシー跡（花岡東）で行われました。
　佐敷学校給食センター（昭和４２年建設）と田
浦学校給食センター（昭和５４年建設）は施設・設
備の老朽化が進んでいることから両センターを統合
し、今回の新調理場を建設することになりました。
　新調理場は、より衛生的で作業効率の優れた最
新の設備を導入し最大１，８００食の調理能力を
持った施設として来年２月末に完成予定です。

　快晴の天気に恵まれた 7 月９日（土）、１０日（日）
の２日間、２４回目となるビーチバレーインくまも
とが鶴ヶ浜海水浴場とマリンパークビーチで行われ
ました。昨年は、口蹄疫被害拡大防止により中止と
なったため、２年ぶりの開催となりました。
　大会には２３４チーム約９００人がエントリー
し、澄みきった真っ青な空の下、砂浜の上で熱戦を
繰り広げました。プレー毎に笑い声が絶えないにぎ
やかな試合もありましたが、１点を争う緊迫した試
合もあり、２日間強い日差しにも負けない盛り上が
りを見せました。

春そばを食べよう

　春そばは、名前のとおり春３月下旬頃に種をま
き、６月下旬に収穫します。現在、水俣芦北地域
で米の裏作として春そば栽培をし、「日本一早い
新そば街道」を展開しています。芦北町でその春
そばを栽培している地域のひとつ、丸米地区で７
月２３日（土）、新そばをいち早く地元の方に食
べてもらおうと春そばまつりが行われました。地
元の住民や関係者約１００人が春そばの風味を楽
しみました。この日は、丸米の歌「丸米カノン」
の発表やその歌詞が描かれた５m ×１０m の巨
大壁画のお披露目もありました。

輝く太陽の下で アターック
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任
期
満
了
に
伴
う
委
員
の

改
選
が
行
わ
れ
、
選
挙
で
選

ば
れ
た
20
人
と
町
議
会
等
か

ら
推
薦
さ
れ
た
６
人
の
合
計

26
人
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

会
長
に
片
山
幸
弘
さ
ん
副

会
長
に
桑
原
房
喜
さ
ん
が
委

員
の
互
選
に
よ
っ
て
選
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

委
員
お
よ
び
担
当
地
区
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

①
担
当
地
区　

②
電
話
番
号　

③
公
選
・
選
任
（
推
薦
母
体
）

①
道
川
内
東
・
道
川
内
西

    

・
乙
千
屋

②
（
８
２
）
３
３
５
７

③
選
任
（
共
済
組
合
）

平井正宏

①
大
野
・
國
見

②
（
８
４
）
０
３
７
６

③
公
選

松﨑　馨

宮本貴英

①
花
岡
北
・
花
岡
東

    

・
町
４
区
・
諏
訪

②
（
８
２
）
３
１
５
６

③
公
選

内山　守

①
大
川
内
東
・
大
川
内
南

②
（
８
６
）
１
５
５
０

③
公
選

坂口惠美子

①
大
川
内
西
・
高
岡
北

②
（
８
６
）
０
３
２
６

③
選
任
（
町
議
会
）

宮島正文

①
高
岡
南
・
古
石
北
・
古
石
南

    

・
尾
奈
古

②
（
８
６
）
１
７
４
８

③
公
選

立水庄一

①
松
生
・
大
尼
田
・
立
川

②
（
８
３
）
０
１
４
６

③
公
選

才守　久

①
白
石
・
天
月

②
（
８
４
）
０
１
０
５

③
選
任
（
町
議
会
）

①
丸
山
・
米
田

②
（
８
６
）
１
２
６
３

③
公
選

①
塩
浸
・
白
木
・
屋
敷
野

②
（
８
４
）
０
５
３
７

③
公
選

松原茂喜白畑義美

農業委員会はこんな仕事をしています

　農地は農業の基盤であり、私たちの食糧の生産に必要な資源です。農地を耕作目的で売買・貸し借りし
たり、宅地や山林などに転用し、農業以外の目的に利用するときは農地法による許可が必要です。（申請
書は農業委員会に設置しています。）

　

農
地
を
農
地
と
し
て
「
売
買
し
た
い
方
」「
贈
与
し
た
い

方
」、
ま
た
「
未
登
記
農
地
の
整
理
を
し
て
い
な
い
方
」
等

は
農
地
法
第
3
条
に
よ
る
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

※
相
続
（
所
有
者
の
死
亡
）
に
よ
る
登
記
の
場
合
、
農
業
委

　

員
会
の
許
可
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
己
用
の
転
用
（
個
人
住
宅
・
植
林
・
倉
庫
等
）
の
場
合
、

農
地
法
第
4
条
に
よ
る
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
転
用
を
目
的
と
し
た
売
買
・
貸
借(

一
般
住
宅
・

資
材
置
場
等
）
の
場
合
、
農
地
法
第
５
条
に
よ
る
許
可
申
請

が
必
要
で
す
。

※
そ
の
土
地
が
農
振
農
用
地
（
農
林
水
産
課
）
に
指
定
さ
れ

　

て
い
る
場
合
、
そ
の
除
外
が
ま
ず
必
要
で
す
。
そ
の
手
続

　

き
に
約
６
か
月
程
度
の
期
間
を
要
し
ま
す
の
で
、
早
め
に

　

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
地
を
農
地
と
し
て
貸
借
し
た
い
方
は
、
農
用
地
利
用
集

積
事
業
に
よ
る
利
用
権
の
設
定
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
あ
な
た
の
小
作
契
約
は
、
期
限
切
れ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

　

か
。
期
限
が
切
れ
て
い
る
場
合
は
、
原
則
と
し
て
正
式
の

　

小
作
契
約
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

ぜ
ひ
再
設
定
の
手
続
き
を
！

　

現
在
小
作
契
約
し
て
い
る
農
地
を
、
都
合
に
よ
り
（
売
買
・

転
用
・
耕
作
再
開
・
労
力
不
足
等
）
中
途
解
約
し
た
い
場
合
、

両
者
の
合
意
に
よ
る
解
約
書
お
よ
び
解
約
通
知
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

農地の貸借
・売買

農地の転用小作の解除 利用集積 毎
月
10
日
が
申
請
手
続
き
の
締
切
日
で
す

知っておきたい農地移動の手続き

※申請前に準備してください
　１. 申請地が死亡した人の名義になっているときは、相続登記を済ませる。
　２．一筆のうちの一部を申請するときは、分筆登記を済ませる。

①
鶴
木
山
・
計
石
西
・
計
石
東

　

・
白
岩
・
花
岡
西
・
芦
北

②
（
８
２
）
２
２
３
０

③
公
選

今嶋義郎

①
田
浦
１
・
田
浦
２
・
田
浦 

     

３
・
田
浦
４
・
横
居
木

②
（
８
７
）
２
２
８
１

③
公
選

竹本幸哉蓑田正志

①
吉
尾
・
市
居
原
・
箙
瀬

   

・
高
田
辺
・
海
路
・
内
木
場

   

・
上
原

②
（
８
３
）
０
５
４
１

③
選
任
（
町
議
会
）

塚本　壽

①
桑
原
・
八
幡

②
（
８
２
）
３
１
４
１

③
公
選

岩口猶敏

①
永
谷
・
黒
岩
・
大
岩
１

    

・
大
岩
２
・
岩
屋
川
内

②
（
８
３
）
０
１
０
２

③
公
選

一谷代継

①
市
野
瀬

②
（
８
４
）
０
３
３
２

③
公
選

①
海
浦
１
・
海
浦
２

②
（
８
７
）
１
４
３
９

③
公
選

①
宮
浦
・
小
田
浦

②
（
８
７
）
１
１
９
９

③
公
選

阪口修一遠山省語

①
豊
岡
・
宮
崎

②
（
８
６
）
１
３
２
６

③
選
任
（
Ｊ
Ａ
）

井川輝征

①
伏
木
氏
・
宮
浦

②
（
８
２
）
３
２
７
３

③
公
選

田端忠義

①
女
島
西
・
福
浦
・
沖

②
（
８
６
）
０
８
１
８

③
公
選

①
田
浦
町
１
・
田
浦
町
２

    

・
田
浦
町
３
・
田
浦
町
４

    

・
井
牟
田
・
波
多
島

②
（
８
７
）
０
８
３
１

③
公
選

小﨑良一牧　正德

①
東
告
・
西
告

②
（
８
４
）
０
７
０
３

③
選
任
（
町
議
会
）

①
平
生
・
湯
東
・
湯
北

   

・
湯
南

②
（
８
６
）
２
８
４
８

③
公
選

宮原千代子藤井雅史

片山幸弘

②
（
８
７
）
０
３
０
９

③
公
選

桑原房喜

①
田
川
・
庵
の
山
、
寒
気

②
（
８
２
）
２
２
８
７

③
公
選

会長副会長

委員は、それぞれの担当地区ごとに農地に関する相談を受けます。お気軽にご相談ください。

芦北町農業委員会委員が決定

❶　農地を農地以外に転用する時の許認可
❷　農地の問題や税制問題についての相談
❸　農業者の声を積み上げた意見の公表、行政への建議、諮問答申
❹　農地の売買、貸し借りについての許可
❺　農業者年金に関すること
❻　農業振興および農業後継者（担い手）の育成
　などのような役割を担っています。



卓
球

▼
監
督　

元
山
正
徳
（
選
手
兼
）

▼
男
子　

柳
田
豊
彦
・
松
村
進
・
平
生
淳

　

也
・
上
野
誠
樹
・
元
山
勝
美

▼
女
子　

倉
間
幸
子
・
元
山
貴
美
香
・
岩

　

本
智
子
・
野
田
祐
李
香

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

▼
男
子
監
督　

濱
田
治
孝
（
選
手
兼
）

▼
男
子　

引
地
繁
一
・
迫
本
秀
記
・
杉
村

　

廣
伸
・
鶴
山
秀
生
・
笠
本
優
一
・
上
田

　

幸
秀
・
永
田
正
蔵
・
嶋
中
徹
・
日
野
智

　

之
・
森
内
裕
喜
・
木
下
寿
博
・
木
下
貴

　

公
▼
女
子
監
督　

木
下
ひ
で
香
（
選
手
兼
）

▼
女
子　

川
上
利
恵
子
・
竹
永
照
子
・
橋

　

本
二
三
可
・
木
下
恵
・
平
生
か
お
り
・

　

引
地
恵
・
山
口
里
葉
・
草
野
真
帆

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▼
男
子
監
督　

坂
本
司

▼
男
子　

平
松
大
輔
・
松
下
祐
樹
・
木
本

　

隆
博
・
永
野
恭
一
・
宮
本
智
和
・
横
山

　

貴
之
・
元
村
啓
輔
・
松
本
剛
・
木
福
翔

　

吾
・
德
永
章
典
・
木
福
貴
紀

▼
女
子
監
督　

松
葉
仁
志

▼
女
子　

宮
本
沙
織
・
成
田
五
月
・
城
戸

　

さ
お
り
・
西
理
恵
・
木
福
琴
美
・
薮
睦
・

　

成
田
幸　
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頑張れ！葦北郡選手団
　
「
七
浦
の　

潮
風
に
き
ら
め
く　

水
芦

県
体
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
開
催
さ
れ
る
本

大
会
に
は
、
23
種
目
の
競
技
に
葦
北
郡
代

表
と
し
て
芦
北
町
の
選
手
が
出
場
し
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。（
選
手
名
簿

は
、
８
月
３
日
現
在

の
も
の
で
す
。）

   

選
手
団
名
簿
（
敬
称
略
）

　
（
町
内
関
係
者
の
み
掲
載
）

役
員

　

団
　
長　

竹
﨑
一
成

　

副
団
長　

水
口
宣
之
・
寺
本
修
一

　

顧
　
問　

藤
井
公
明
・
藤
崎
正
司

　
　
　
　

    

・
竹
浦
裕
道

　

総
監
督　

寺
川
健
一

陸
上
競
技

▼
監
督　

内
田
喜
一
（
選
手
兼
）

▼
男
子　

大
島
博
文
・
松
田
勇
士
・
立
丸   

　

翼
・
一
田
貴
臣
・
嶋
田
昇
・
橋
口
貴
文
・

　

森
山
泰
宜
・
瀧
山
敬
三
・
井
川
大
介
・

　

野
畑
光
晴
・
木
野
輝
雄
・
吉
田
英
二
・

　

宮
島
誠
一
・
木
下
賢
・
告
𠮷
弘
・
木
福

　

勝
則
・
坂
梨
優
・
綱
田
幸
侑
・
大
﨑
秀

　

俊
▼
女
子　

岩
瀨
か
お
り
・
原
田
絵
理
咲

　

・
高
島
絵
美
・
嶋
田
愛
美
・
向
川
美
紀

　

・
江
口
あ
さ
み
・
岩
永
利
恵
・
平
山
裕

　

  

美
・
宮
田
す
え
子
・
木
下
奈
美

水
泳

▼
監
督　

馬
場
勲
（
選
手
兼
）

▼
男
子　

鹿
田
衛
・
川
口
央
・
齊
藤
満
・

　

村
崎
博
・
平
井
秀
二
郎
・
石
本
貫
夫
・

　

宮
本
英
・
米
村
彰
芳
・
塚
本
壽
・
川
添

　

昇
・
吉
田
増
男
・
本
村
伸
一
・
栁
瀬
新
吾
・

　

堀
口
敬
一
・
小
﨑
誠
吾
・
杉
薗
浩
・
平

　

生
勝
治
・
今
村
安
則
・
林
潤
二
・
梅
林

　

繁
幸
・
川
添
和
哉
・
松
本
武
昭
・
横
井

　

誠
・
田
平
拓
也
・
堤
友
和
・
宮
下
浩
二
・

　

今
村
郁
己
・
宮
本
武
蔵
・
月
俣
忠
康
・

　

永
里
壽
朗
・
釜
貴
宏
・
岩
間
智
之
・
藤

　

井
太
志
・
森
本
紘
史
・
菊
川
浩
平

▼
女
子　

小
野
田
桂
子
・
荒
木
睦
子
・
清

　

水
千
賀
子
・
佐
藤
紀
子
・
福
田
由
佳
・

　

久
保
三
枝
子
・
園
田
真
由
・
栁
瀬
友
紀
・

　

道
園
悠
夏
・
堂
本
友
紀
・
寺
川
由
莉
・ 

　

栁
瀬
み
な
み
・
藤
井
か
な
え
・
岡
本
祐

　

香
里
・
亀
山
恵
理
華

軟
式
野
球

▼
監
督　

才
保
親
哉

▼
選
手　

石
田
幸
満
・
横
坂
和
彦
・
中
川

　

文
博
・
橋
本
守
・
冨
永
光
輝
・
永
野
和

　

也
・
田
平
俊
一
・
山
下
満
浩
・
松
本
勝

　

明
・
岩
田
貴
澄
・
田
平
昭
二
・
橋
本
勲

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▼
監
督　

早
稲
田
欣
治

▼
女
子　

早
稲
田
美
香
・
元
山
美
樹
・
嶋

　

本
洋
子
・
川
元
孝
美
・
平
野
直
江
・
福

　

井
利
恵
・
川
添
方
美
・
迫
脇
澄
恵
・
楠

　

本
香
織
・
作
田
照
美
・
桑
田
優
子
・
桑

　

田
明
奈
・
池
田
由
美
・
石
本
恵
・
鷹
野

　

あ
い

開　会　式 　9 月 17 日（土）　  9：50 エコパーク水俣陸上競技場 （荒天時：水俣市立総合体育館大アリーナ）

閉　会　式 　9 月 18 日（日）　15：00 水俣市総合もやい直しセンター「もやい館」 ３階 もやいホール

第６６回熊本県民体育祭　競技別日程・会場
　いよいよ第６６回熊本県民体育祭水俣市・葦北郡大会が開催されます。県民体育祭は県内最大のスポーツイベ
ントであり、選手約７，０００人、関係者を含めると約１０，０００人が水俣芦北地域を訪れる予定です。
　皆さんの応援が選手の力になります！ぜひ、葦北郡選手団はもちろん、県内各地域の応援にお越しください。

※県体会場周辺は大変混雑することが予想されます。
　ご迷惑をおかけしますが、ご理解いただきますようお願いします。

No 競技名
競技開始日時

会　　　　場
17 日（土） 18 日（日）

1 　陸 上 競 技 13:00 9:00 エコパーク水俣陸上競技場
2 　水　　泳 13:20 9:00 水俣市立総合体育館屋内プール

3 　軟 式 野 球 9:00 8:30
エコパーク水俣野球場 
チッソ塩浜総合運動場 
芦北町地域間交流スポーツグラウンド 
芦北町営湯浦運動公園

4 　ソフトボール 10:00 9:00
男 エコパーク水俣ソフトボール球場 

水俣工業高等学校運動場（17 日のみ）

女 水俣高等学校運動場

5 　ソフトテニス 9:30 町立テニス 
9:50 御立岬 9:00 芦北町立テニスコート 

芦北町御立岬公園テニスコート（17 日のみ）
6 　卓　　球 11:30 9:30 田浦中学校体育館

7 　バドミントン 11:00 9:00 芦北町民総合センター
（しろやまスカイドーム）

8 　バレーボール
11:00

9:30
男 水俣市立総合体育館

11:30 女 水俣第二小学校体育館（17 日のみ） 
水俣高等学校体育館（17 日のみ）

9 　バスケットボール 10:00 9:00
男 芦北高等学校体育館 

旧水俣第三中学校体育館（17 日のみ）

女 水俣第二中学校体育館（17 日のみ） 
湯浦中学校体育館（17 日のみ）

10 　ハンドボール
11:00 

ウイングまつばせ 
11:30 

松橋高・松橋中
9:00

宇城市松橋総合体育文化センター 
  （ウイングまつばせ）
松橋中学校体育館（17 日のみ）
松橋高等学校第２体育館（17 日のみ）

11 　サ  ッ  カー 13:30 9:30 津奈木町総合グラウンド
12 　柔　　道 10:00 水俣市立武道館
13 　剣　　道 10:00 水俣市立武道館

14 　弓　　道 11:00 9:00 近的：芦北町立弓道場
遠的：佐敷小学校運動場（17 日のみ）

15 　相　　撲 10:00 佐敷諏訪神社相撲場　（芦北町）　
16 　銃　剣　道 10:00 津奈木中学校体育館
17 　空　手　道 14:00 9:30 芦北町地域活性化センター
18 　アーチェリー 13:15 9:00 袋中学校運動場

19 　クレー射撃 8:00 前日の進行により
決定 湯浦温泉射撃場

20 　馬　　術 13:00 8:30 菊池農業高等学校馬術場
21 　テ　ニ　ス 9:00 9:00 エコパーク水俣テニスコート
22 　ゲートボール 13:30 9:00 芦北町営田浦運動場
23 　ボウリング 12:00 9:00 人吉スターレーン
24 グラウンド・ゴルフ 13:30 9:00 芦北町営岩崎グラウンド

９月１７日（土）１８日（日）開催！

《
開
会
式
の
主
な
出
演
者
》

◇
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

　
　
葦
北
鉄
砲
隊

◇
炬
火
ラ
ン
ナ
ー

　
　
大
﨑
秀
俊
（
陸
上
競
技
）

◇
県
民
の
歌
合
唱

　
　
田
浦
オ
オ
ル
リ
・
コ
ー
ル

（
町
内
関
係
者
の
み
掲
載
）
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第６６回熊本県民体育祭水俣市・葦北郡大会
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

▼
男
子　

小
﨑
功
隆
・
川
添
勇
人
・
白
坂

　

拓
也
・
小
﨑
史
雄
・
荒
川
晃
・
栫
智
治
・

　

小
﨑
弘
敦

▼
女
子　

永
野
有
香
・
中
村
詩
織
・
川
野

　

奈
保
・
鮫
島
い
ず
み

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

▼
男
子
監
督　

岩
間
賢
二
（
選
手
兼
）

▼
男
子　

上
野
雄
也
・
上
野
友
晴
・
橋
本

　

仁
志
・
橋
本
雄
一
郎
・
遠
山
淳
二
・
山

　

下
博
章
・
田
中
英
之
・
山
川
茂
夫
・
橋

　

本
伸
介
・
岩
間
崇
浩
・
前
川
明
宏

▼
女
子
監
督　

山
本
望
（
選
手
兼
）

▼
女
子　

一
田
由
佳
・
藤
井
さ
お
り
・
渡

　

邊
純
子
・
立
福
さ
と
み
・
寺
本
聖
香
・

　

鎌
地
め
ぐ
み
・
清
水
美
保
子
・
若
山
順

　

子
・
黒
田
美
保
子

サ
ッ
カ
ー

▼
監
督　

小
川
宏
達　

▼
選
手　

野
口
卓
也
・
田
中
和
也
・
鋤
田

　

晃
平
・
吉
田
晃
甫
・
告
坂
剛
・
倉
本
晃

　

孝
・
池
田
高
太
・
野
口
健
・
下
村
仁
・

　

野
口
慶
・
松
本
翔
・
宮
﨑
裕
樹

柔
道

▼
監
督　

板
床
幸
也

▼
選
手　

立
岡
陽
生
・
田
中
雄
二
・
古
川

　

恭
平
・
入
江
竜
一
・
立
石
明
裕
・
兼
田

　

慎
吾
・
牧
川
誠
・
今
里
悠
佑
・
福
山
勝

　

美
剣
道

▼
選
手　

橋
本
康
博
・    

　

橋
口
貴
徳
・
立
迫
信
代
・
中
田
喜
隆
・

　

中
山
泰
希

弓
道

▼
監
督　

佐
竹
直
子

▼
選
手　

立
福
豊
・
森
永
洋
一
・
桑
村
精

　

子
・
齊
藤
紀
夫
・
山
口
智
恵
子
・
桑
野

　

了
・
元
山
信
一

相
撲

▼
選
手　

坂
口
祐
介
・
立
古
覚

銃
剣
道

▼
監
督　

岩
間
守
一
（
選
手
兼
）

▼
選
手　

福
田
健
生
・
白
樫
辰
也
・
向
川

　

潤
・
一
原
博
文
・
緒
方
和
臣
・
白
樫
辰

　

美
・
宮
島
俊
彦

空
手
道

▼
監
督　

井
川
良
一

▼
選
手　

林
田
勇
・
坂
田
宏
樹
・
綱
田
圭

　

吾
・
綱
田
裕
佑
・
山
田
英
二
・
竹
林
公

　

也
・
釡
辰
信

ア
ー
チ
ェ
リ
ー

▼
監
督　

告
下
祐
樹

▼
選
手　

告
畑
一
彦
・

　

楠
原
清
照
・
田
代
忍
・
鶴
田
裕
之

　

・
篠
原
茂
樹

ク
レ
ー
射
撃

▼
監
督　

松
田
修
二

▼
選
手　

兼
元
高
士
・
野
口
行
夫
・
宮
本

　

忍
・
原
田
信
房

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

▼
男
子　

坂
本
一
彦
・
川
口
佳
太
・
坂
本

　

祐
介
・
田
中
総
一
郎
・
橋
本
晃
一
・
串

　

山
純
二
・
上
村
五
十
記
・
向
大
野
宗
宏
・

　

立
場
広
光

▼
女
子　

上
村
徳
子
・
坂
本
あ
ゆ
み
・
才

　

新
美
穂

テ
ニ
ス

▼
監
督　

浪
本
巌
（
選
手
兼
）

▼
男
子　

堀
田
輝
彦
・
吉
津
慶
勝
・
清
田

　

和
広
・
河
添
博
文
・
福
田
正
則
・
吉
田

　

典
博
・
島
田
守
・
吉
原
慎
一

▼
女
子　

佐
竹
弘
美
・
立
岡
清
子
・
吉
津

　

美
輪
子
・
梅
田
文
・
福
山
亜
紀

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

▼
男
子
監
督　

勝
田
靖

▼
男
子　

窪
一
・
遠
山
肇
・
宮
田
充
・
橋

　

口
港
・
桑
見
武
盛
・
道
木
義
光
・
立
岡

　

静
夫
・
向
野
広
明

ボ
ウ
リ
ン
グ

▼
監
督　

竹
本
哲
也

▼
選
手　

鶴
山
末
光
・
堀
田
浩
一
・
井
川

　

征
一
・
西
本
剛
・
橋
本
一
美

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

▼
男
子
監
督　

池
田
正
邦
（
選
手
兼
）

▼
男
子
選
手　

矢
野
明
・
森
田
登
・
寺
口

　

安
男
・
田
中
重
敏
・
村
元
完
・
浪
﨑
安

　

積
・
川
元
秀
喜

▼
女
子
監
督　

道
木
フ
ミ
（
選
手
兼
）

▼
女
子　

浪
崎
ヨ
シ
子
・
山
下
峯
子
・
入

　

口
明
子
・
山
村
ア
サ
エ
・
川
元
マ
サ
子
・

　

川
口
キ
ミ
エ
・
上
村
雪
子

ボウリング大会　　      ●開催日　７月１０日（日）　●場所　芦北ボウル
　◆団体　　優勝　湯浦体協　　２位　大東体協
　◆個人　　優勝　吉田武夫　　２位　濱田安久　　３位　田代　忍

平成２３年度町民体育祭　大会結果
バレーボール大会　　 ●開催日　７月３日（日）　　●場所　しろやまスカイドーム
◎男子
　◆優勝　大東体協　　２位　佐敷体協　　３位　田浦体協　　４位　湯浦体協
◎女子
　◆優勝　佐敷体協　　２位　田浦体協　　３位　大東体協　　４位　湯浦体協

クレー射撃大会　　     ●開催日　７月３日（日）　　●場所　湯浦温泉射撃場
　◆団体　　優勝　湯浦体協　　２位　佐敷体協　　３位　大東体協
　◆個人　　優勝　田中寅市　　２位　野口行夫　　３位　兼元高士

ゲートボール大会　　 ●開催日　７月３日（日）　　●場所　田浦運動場
◎男子
　◆優勝　田浦体協　　２位　佐敷体協　　３位　大東体協　　４位　湯浦体協
◎女子
　◆優勝　大東体協　　２位　佐敷体協　　３位　田浦体協

男子ソフトボール大会  ●開催日　７月２４日（日）　●場所　地域間交流スポーツグラウンド
　◆優勝　湯浦体協　　２位　田浦体協　　　

うたせ船に乗って水俣病を学ぼう
　環境にやさしい「うたせ船」に乗って、水俣病のことを学んでみませんか。かつて水銀で汚染されなが
らも美しい海を取り戻した不知火海の今を体感しましょう。また、再生した海からの贈り物である魚介類
を漁師さんの指導のもと調理し、浜料理として食することができます。

◆日時　　　９月２４日（土）午前８時　～ 　午後３時３０分
　　　　　　（荒天の場合は、１０月１日（土）に延期）
　　　　　　下船後、講演会や絵画展見学があります。
◆集合場所　芦北漁協前（計石）　
◆募集人員　６０人（小中学生親子歓迎）
◆参加費　　１，０００円／人
◆応募方法　ハガキに、①住所②氏名③年齢④電話番号を記入し下記まで郵送してください。
　　　　　　１枚のハガキで２人まで応募することができますが、その場合は２人分の氏名等を記載して
　　　　　　ください。なお、電話、FAX での応募は受け付けません。
◆応募先　　〒８６９－５４９８
　　　　　　芦北町大字芦北２０１５番地　芦北町役場　住民生活課　環境対策室　
◆応募期限　８月２２日（月）必着　
◆発表　　　応募者多数の場合は抽選を行います。発表は９月上旬の予定です。
◆その他　　参加者には簡単な感想文の提出をお願いします。
＊お問い合わせ
　　住民生活課　環境対策室　　　☎８２－２５１１（内線１４７）

◀
昨
年
の
講
座
の
様
子
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芦北に残る文化遺産

宮浦の棒踊り

　芦北町には、数多くの郷土芸能が伝えられています。
その種類も臼太鼓踊り、棒踊り、俵踊り、唐人踊り、奴
踊り、雷狂言、獅子舞、早

さ な ぶ り

苗振、兵糧搗
つ

き唄等、バリエー
ションに富み、「郷土芸能の宝庫」ともいわれています。
今回紹介する佐敷地区の「宮浦の棒踊り」も、その一つ
です。
　棒踊りは薩摩国（現在の鹿児島県）の武芸踊りの流れをくむもので、記録によると、宮浦地区では、文
久３年（１８６３年）に雨乞いの踊りをそれまでの大名行列（奴踊り）から棒踊りに替えたい、と村役人
に願い出ています。テレビドラマ「ＪＩＮー仁ー」の主人公が、江戸にタイムスリップした年代と同じ頃
です。
　６種類の唄や踊りに合わせて、６人が１組となり、６尺棒や長鎌を打ち合います。以前は、地区の境に
見張りを立て、他の地区にまねされないように練習していたそうです。
　現在は、８月１５日の朝に宮浦阿蘇神社に参拝、奉納踊りを済ませた後、初盆の家や新入会員の家を回
り、踊りを披露します。見物客が思わず首をすくめるほどの激しい踊りですが、昔はもっと激しかったそ
うです。
　郷土芸能は、それぞれの地区で年中行事や信仰と結びつき、また人々の創意工夫により少しずつ姿を変
えながら、守り伝えられてきました。皆さんも自分の地区に伝わる郷土芸能を調べてみませんか。

（熊本県指定重要無形民俗文化財
　　　　　　　　　　　昭和４２年４月１９日指定）

③

▲ 棒 を 打 ち 合 い な が ら 踊 る 棒 踊 り
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保健センターだより

「がん」は早期発見・早期治療が重要です！

　熊本県内の主な死因別死亡率は、全国と同様に「悪性新生物（がん）」「心疾患」「脳血管疾患」が
大きな割合を占めており、「悪性新生物（がん）」は死因の第１位です。「がん」による死亡率は、年々
増加傾向にあります。

～がん検診を受けましょう～

検査項目 対象年齢等 料金 注意点
 胃がん  ４０歳以上 ９００円  バリウムによる検査
 大腸がん  ４０歳以上 ５００円  便の提出による検査
 腹部超音波  ２０歳以上 １，０００円

 乳がん  ２０歳以上女性 ６００円
 超音波検査

 ※４０歳以上の偶数年齢の方は超音波またはマンモグラ
　 フィ検査の選択が可能

 子宮頸がん  ２０歳以上女性 ７００円
 骨粗しょう症  ２０歳～７０歳女性 ７００円  ２０～７０歳までの５歳ごとの節目の方が対象
 前立腺がん  ４０歳以上男性 ５００円  血液検査
 肺がん  ４０歳以上 ４００円  問診により喀痰検査実施（９００円）

（２）　「がん」を早期発見・早期治療するために「がん検診を受ける」（２次予防）

　がんは不治の病ではありません。早期発見、早期治療で完治の可能性はぐっと高くなります。「がん」
が、がん検診で発見された場合と、自覚症状が出て発見された場合では、５年生存率が大きく違います。
がんを早期発見するためには、定期的に検診を受け続けることが重要です。
　芦北町では、今年も「選べるがん検診」を実施します。４月に一括申込書による受診の申込受付を行
いましたが、まだ申し込みができます。職場等でがん検診を受ける機会のない方など、ぜひお申し込み
ください。年に１回はご自身の身体をチェックする機会にしてみてはいかがでしょうか。

｢がん｣ による死亡を減らす２つの方法

（１）　「禁煙」や「食生活を見直す」ことで「がん」にならないようにする（１次予防）

早期発見をするには

　「がん」の進行の速さや発病しやすい年齢により、上の表のように受診することが決められています。
「選べるがん検診」はご加入の医療保険には関係なく受診することができます。対象年齢をご確認のうえ、

保健センターまでお申し込みください。

【 選べるがん検診 】

＊申込・お問い合わせ　　保健センター　☎８６－０２００

洗濯機をご使用の皆さまへ

指を大けがする事故 に気を付けてください！！

　ゆっくりした回転でも危険です。洗濯・脱水槽が完全に停止し
てから洗濯物を取り出してください。

《こんな時は故障の恐れがあり危険です》

①　脱水途中にフタを開けても１５秒以内に洗濯・脱水槽が止まらないとき。
②　フタロックが解除しても（脱水終了音が鳴っても）、洗濯・脱水槽が止まらないとき。

速やかにご購入の販売店もしくは、下記の問い合わせ先までご相談ください。
ただし、機種によっては修理ができない場合もありますので、ご了承願います。

一般社団法人　日本電機工業会 会員会社お問い合わせ先
会社名 電話番号

LG　Electronics Japan 株式会社 ０１２０－８１３－０２３
三洋電機株式会社 ０２７６－６１－９８２６
シャープ株式会社 ０１２０－０７８－１７８
東芝ホームアプライアンス株式会社 ０１２０－５８４－４８８
パナソニック株式会社 ０１２０－８７１－３５３
日立アプライアンス株式会社 ０１２０－３１２１－１１
三菱電機株式会社 ０１２０－１３９－３６５

※受付時間　午前９時～午後５時
　（土日・祝日は除く）
※お問い合わせの際に提示された個人情報は、
　当目的以外には使用いたしません。
※一般社団法人　日本電機工業会ホームページ
　　　　　　　　http://www.jema-net.or.jp/

　洗濯機の脱水槽が停止する前に洗濯物を取り出そう
として、衣類が指にからまり、指を切断する事故
が発生しています。

　

人
格
が
形
成
さ
れ
る
小
・
中
学
校

の
生
徒
に
ハ
ン
セ
ン
病
を
正
し
く
理

解
し
、
偏
見
・
差
別
を
な
く
す
こ
と

を
目
的
に
「
医
学
か
ら
見
た
ハ
ン
セ

ン
病
」、「
歴
史
か
ら
学
ぶ
ハ
ン
セ
ン

病
」、「
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
・
回
復
者

の
人
権
」
等
に
つ
い
て
親
子
で
共
に

考
え
て
い
く
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

し
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
23
日
（
金
・
祝
日
）

　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
５
時

▼
内
容　

　

◇
基
調
講
演

　

◇
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

　

◇
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

◇
ビ
デ
オ
上
映

▼
会
場　

熊
本
学
園
大
学
14
号
館

　
　
　
　

高
橋
守
雄
記
念
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
公
共
交

　

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課　

   

☎
０
９
６
（
３
６
４
）
２
１
４
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　

        （
代
表
）

ハ
ン
セ
ン
病
に
関
す
る

「
親
と
子
の
シ
ン
ポ
ジ
ム
」
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田浦子育て支援センター  ９月の行事
　５日（月）～９日（金）　運動会の練習をしよう
１０日（土）　運動会に参加しよう
１２日（月）～１６日（金）敬老の日のプレゼントを作ろう
１３日（火）    絵本の読み聞かせ講演会
２０日（火）   散歩へ行こう
３０日（金）   身体測定・誕生会
※支援センターは未就園児と保護者の方どなたでも利用でき
　ます。気軽においでください。
◆センター利用時間　毎週月曜日～金曜日
　午前９時３０分～正午　午後２時４５分～午後５時１５分
＊お問い合わせ　田浦子育て支援センター（田浦保育所内）
　☎８７－００３４

お 知 ら せお 知 ら せ
　

大
学
（
院
）・
短
期
大
学
・
高
等
専
門

学
校
・
専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定
の
就

職
未
内
定
の
方
お
よ
び
卒
業
後
お
お
む
ね

３
年
以
内
の
方
と
県
内
企
業
と
の
合
同
面

接
会
「job navi

・
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
イ
ベ

ン
ト
２
０
１
１
学
生
等
就
職
面
接
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
14
日
㈬

▼
場
所　

興
南
会
館

　
　
　
　
　
（
熊
本
市
本
山
町
１
３
１
）

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
労
働
局
職
業
安
定
部
職
業
安
定
課

　

☎
０
９
６
（
２
１
１
）
１
７
０
３

　

熊
本
県
雇
用
環
境
整
備
協
会

　

☎
０
９
６
（
３
８
２
）
５
４
４
５

   

学
生
等
就
職
面
接
会

　

広
報
あ
し
き
た
６
月
号
に
掲
載
し
て
い

ま
し
た
以
下
の
箇
所
が
間
違
っ
て
い
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▼
13
ペ
ー
ジ
（
敬
称
略
）

　

短
歌

　

  

田
浦
短
歌
会

　
（
誤
）
石
田
澄
子
→
（
正
）
石
山
澄
子

  「
能
」
体
験
教
室
参
加
者
募
集

　

日
本
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
「
能
」
を
体

験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
毎
年
、
観
月
会
で

演
能
さ
れ
て
い
る
狩
野
琇
鵬
先
生
を
講
師

に
迎
え
、
能
に
つ
い
て
の
お
話
や
、
実
際

に
演
能
で
使
用
さ
れ
て
い
る
衣
装
・
能
面

を
着
用
す
る
能
体
験
な
ど
も
行
い
ま
す
。

▼
期
日　

９
月
11
日
㈰

▼
時
間　

午
後
２
時
〜
（
１
時
間
程
度
）

▼
場
所　

芦
北
町
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
定
員　

30
人
（
小
学
校
高
学
年
以
上
）

　

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て

　
　

い
た
だ
き
ま
す
。

▼
参
加
料　

無
料

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

文
化
振
興
係

　

☎
（
８
７
）
１
１
７
１(

内
線
１
４
５)

　

県
で
は
、
水
俣
病
被
害
者
の
方
々
に
対

す
る
救
済
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
対
象
と
な
る
方
は
、
か
つ
て
水
俣
湾

ま
た
は
そ
の
周
辺
の
魚
な
ど
を
た
く
さ
ん

食
べ
た
方
の
う
ち
、
両
手
足
の
先
な
ど
に

感
覚
障
害
を
お
持
ち
の
方
で
す
。

　

な
お
、
既
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
つ
い

て
の
水
俣
病
被
害
者
救
済
の
申
請
に
つ
い

て
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ

た
方
で
、「
過
去
の
認
定
審
査
会
の
資
料
、

そ
の
他
公
的
な
診
断
に
よ
る
資
料
」
が
あ

り
、
一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、

遺
族
の
方
に
一
時
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
県
外
で
の
説
明
会
を
下
記
の
と
お

り
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

▼
名
古
屋
会
場　

　

８
月
27
日
㈯

　

安
保
ホ
ー
ル　

３
０
１
号
室

　
（
名
古
屋
市
中
村
区
名
駅
３
丁
目
15
ー
９
）

▼
大
阪
会
場

　

８
月
28
日
㈰

　

大
阪
駅
前
第
３
ビ
ル
17
階　

１
号
室

　
（
大
阪
市
北
区
梅
田
１
ー
１
ー
３
）

▼
東
京
会
場　

　

９
月
４
日
㈰

　

恵
比
寿
ス
バ
ル
ビ
ル
４
０
０
小
ホ
ー
ル

　
（
渋
谷
区
恵
比
寿
１
丁
目
２
０
ー
８
）

◎
時
間
は
、
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分
で
す
。
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で

す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
環
境
生
活
部　

水
俣
病
保
健
課

　

☎
０
９
６
（
３
３
３
）
２
３
０
６

水
俣
病
被
害
者
の
救
済

　

土
地
の
筆
界
（
境
界
）
に
関
す
る
問
題

を
解
決
し
ま
す
。

▼
日
時　

９
月
４
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

▼
担
当
相
談
者　

法
務
局
職
員

　
　
　
　
　
　
　

土
地
家
屋
調
査
士

▼
場
所　

①
八
代
厚
生
会
館

  【
予
約
先
】 

熊
本
地
方
法
務
局
八
代
支
局

　
　
　

☎
０
９
６
５
（
３
２
）
２
６
５
４

②
人
吉
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

  【
予
約
先
】  

熊
本
地
方
法
務
局
人
吉
支
局

　
　
　

☎
０
９
６
６
（
２
２
）
３
３
９
３

※
原
則
と
し
て
事
前
予
約
制
と
な
り
ま
す

　

の
で
必
ず
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

無
料
！
筆
界
（
境
界
）

　
　
　
　
　

特
定
相
談
所

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力

　

開
発
校
訓
練
生
の
募
集

　

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
に
対
し
て
、
時

代
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
知
識
・
技
能

を
習
得
し
て
も
ら
い
、
職
業
人
と
し
て
の

自
立
を
支
援
す
る
た
め
、
各
種
の
職
業
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
、
開
発
校
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

＊
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

☎
０
９
９
６
（
４
４
）
２
２
０
６

訂　

正

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
学
生
募
集

　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
は
、
専
修
学
校

と
し
て
将
来
の
農
業
・
農
村
の
担
い
手
を

育
て
る
た
め
、
先
進
的
実
践
教
育
や
全
寮

制
な
ど
充
実
し
た
教
育
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
卒
業
時
に
農
業
課
程
専
門
士
の
称
号

が
付
与
さ
れ
、
10
種
類
以
上
の
専
門
資
格

取
得
、
４
年
制
大
学
（
３
年
次
）
へ
編
入

も
可
能
で
す
。
ま
た
、
授
業
料
等
も
安

く
、
奨
学
金
等
の
適
用
も
受
け
る
こ
と
が

で
き
、
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
が
図

ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
高
等
学
校
を
す
で
に
卒
業
さ
れ

て
い
る
方
で
も
、「
一
般
入
学
者
選
抜
」

だ
け
で
な
く
、
市
町
村
長
の
推
薦
（
地
域

推
薦
）
に
よ
り
、「
推
薦
入
学
者
選
抜
」

も
受
験
で
き
ま
す
。

◎
入
学
者
選
抜
日
程
等

◇
推
薦
入
学
者
選
抜

▼
願
書
受
付
期
間　

　
　
　
　
　

９
月
２
日
㈮
〜
13
日
㈫

▼
選
抜
日　

10
月
４
日
㈫

▼
選
抜
方
法　

学
力
検
査
（
国
語
総
合
：

　

小
論
文
含
む
）、
面
接
、
提
出
書
類

▼
選
抜
場
所　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

◇
一
般
入
学
者
選
抜

▼
願
書
受
付
期
間

　
　
　
　
　

12
月
６
日
㈫
〜
20
日
㈫

▼
選
抜
日　

１
月
25
日
㈬

▼
選
抜
方
法　

学
力
検
査
（
国
語
総
合
、

　

数
学
Ⅰ
）、
面
接
、
提
出
書
類

▼
選
抜
場
所　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校

◎
募
集
定
員

　

農
学
部
（
修
業
年
限
２
年
）

　

農
産
園
芸
学
科
・
野
菜
学
科
・

　
　

畜
産
学
科　
　

80
人

◎
受
験
料
等

　

入
学
試
験
手
数
料　

２
、２
０
０
円

　

入
学
料　
　

５
、６
５
０
円

　

授
業
料　
　

１
１
８
、８
０
０
円
／
年

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
24
年
度
予
定
）

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

熊
本
県
立
農
業
大
学
校
教
務
課

　

合
志
市
栄
３
８
０
５
番
地

　

☎
０
９
６
（
２
４
８
）
１
１
８
８

　

http://w
w

w
.pref.kum

am
oto.jp/

site/noudai/

　

こ
の
夏
、
あ
し
き
た
青
少
年
の
家
で
楽

し
い
夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。

　

ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
な
ど
の
遊
び
コ
ー

ナ
ー
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、
ヨ
ー
ヨ
ー
つ

り
や
軽
食
な
ど
の
出
店
コ
ー
ナ
ー
、
ゲ
ス

ト
を
迎
え
た
ス
テ
ー
ジ
発
表
な
ど
楽
し
い

こ
と
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
家
族
や
お

友
だ
ち
と
夏
の
思
い
出
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

皆
さ
ま
の
ご
参
加
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

▼
日
時　

８
月
21
日
㈰　

　
　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分
開
場

▼
場
所　

県
立
あ
し
き
た
青
少
年
の
家

夏
ま
つ
り
ｉ
ｎ
あ
し
青
少

　

熊
本
県
で
は
、
子

ど
も
た
ち
に
、
木

の
ぬ
く
も
り
を
肌

で
感
じ
、
木
に
親

し
み
を
も
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
、「
幼

児
教
育
、
保
育
、

子
育
て
支
援
活
動
の
た
め
、
乳
幼
児
の
集

団
を
対
象
と
し
て
使
用
す
る
団
体
お
よ
び

グ
ル
ー
プ
な
ど
」
を
対
象
に
、
委
託
業
者

を
通
じ
て
、
県
産
の
ヒ
ノ
キ
と
ス
ギ
で
つ

く
っ
た
積
み
木
セ
ッ
ト
な
ど
の
木
製
遊
具

の
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
。
借
用
に
つ

い
て
は
、
貸
出
業
務
を
担
当
す
る
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人 

子
育
て
支
援
ワ
ー
カ
ー
ズ 

ぺ
ぺ

ぺ
ぺ
ら
ん
」
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
支
援
ワ
ー
カ
ー
ズ

　
　
　
　
　
　

ぺ
ぺ
ぺ
ぺ
ら
ん

　

☎
０
９
６
（
３
３
７
）
０
４
５
０

   
木
製
遊
具
を
貸
し
出
し
ま
す

▼
対
象　

家
族
・
一
般

▼
入
場
料　

一
般
２
５
０
円

　
　
　
　
　

  

高
校
生
以
下 

１
５
０
円

　

※
出
店
コ
ー
ナ
ー
は
別
に
料
金
が
か
か

　
　

り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

あ
し
き
た
青
少
年
の
家

　
　

☎
（
８
２
）
３
０
９
２

　

介
護
員
技
術
講
習
会

　
　
　
　
　
　

受
講
者
募
集

 

日
曜
日
労
働
相
談　
　

▼
日
時　

９
月
11
日
㈰　

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
内
容　

解
雇
、
退
職
勧
奨
・
退
職
、

　
　
　
　

退
職
金
に
つ
い
て

▼
相
談
時
間
帯　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
相
談
方
法　

来
所
ま
た
は
電
話

※
テ
ー
マ
以
外
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま

　

す
。

＊
相
談
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
　
　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
６
（
３
５
２
）
３
６
１
３

　

県
で
は
、
就
職
を
希
望
す
る
人
を
対
象

に
、
就
職
に
必
要
な
技
術
の
習
得
を
目
的

と
し
た
講
習
会
を
く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア
に
て
実
施
し
ま
す
。

▼
講
習
内
容　

介
護
員
養
成
研
修
２
級
課

程
（
講
義
・
実
技
・
実
習
）、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー

▼
受
講
資
格　

①
就
職
を
希
望
し
、
受
講

終
了
後
す
ぐ
に
仕
事
に
就
き
た
い
方
②
全

日
程
に
遅
刻
・
早
退
・
欠
席
な
く
出
席
で

き
る
方
③
熊
本
県
内
に
住
ん
で
い
る
方
④

現
在
学
生
で
は
な
い
方
⑤
過
去
に
同
一
内

容
の
当
セ
ン
タ
ー
の
技
術
講
習
会
を
受
講

し
て
い
な
い
方　

等

▼
定
員  

20
人(

選
考
に
よ
り
受
講
者
決
定)

▼
受
付
日
時　

８
月
31
日
㈬
、
９
月
１
日
㈭

　
　
　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

▼
場
所　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

▼
講
習
期
間　

10
月
26
日
㈬
〜
12
月
16
日

㈮
、
平
日
昼
間

▼
費
用　

受
講
料
は
無
料
。
た
だ
し
教
材

費
、
保
険
料
と
し
て
１
２
，
０
０
０
円
程

度
自
己
負
担
。

＊
お
問
い
合
わ
せ　

　

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア

　
　

し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
９
６
（
３
５
５
）
４
３
０
９

役場での義援金受付は７月３１日で終了しました。
町民の皆さまの善意、誠にありがとうございました。

芦北町に寄せられた義援金総額

６，７６４，５７１円
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●お問い合わせ
　芦北警察署　☎８２－３１１０芦北警察署からのお知らせ

芦北消防署からのお知らせ 火事と救急は１１９

飲酒運転は厳罰です！

 

　  死亡日            亡くなられた方　     年齢　　　  区　

　 ７．  ２　　  大丸　清一　　　      ８５　　 田浦町１
　 ７．  ４　　  山口　由紀子　　      ５４　　 丸山
　 ７．  ５　　  　野　信雄　　　　  ７９　　 乙千屋
　 ７.　 ５　　  溝下　末義　　　      ５８　　 田浦３
　 ７.　 ９　　  丸山　ミエ子　　      ８３　　 大川内南
　 ７.　 ９　　  草野　幸雄　　　      ６９　　 花岡西
　 ７.　 ９　　  元村　ふみよ　　      ４４　　 桑原
　 ７.　 ９　　  福岡　サナエ　　      ８５　　 田浦町３
　 ７.　 ９　　  井手口　サフ　　      ８０　　 新町
　 ７. １１　　  小﨑　テル子　 　     ８５　　 女島西
　 ７. １１　　  入口　ミツエ　　      ９３　　 乙千屋
　 ７. １３　　  松本　コト　　　      ８７　　 市居原
　 ７．１４　　  古田　祐良　　　      ８７　　 古石北
　 ７. １５　　  村田　菊雄　　　      ８６　　 田浦１
　 ７. １５　　  田中　豊　　　　      ７４　　 大川内西
　 ７. １８　　  釡　アサノ　　　      ９４　　 沖
　 ７. １８　　  溝口　トミ　　　      ９６　　 井牟田２
　 ７. １８　　  大石　カツ　　　  １０１　     計石東
　 ７. ２０　　  永江　サキエ　　      ９７　　 大川内南
　 ７. ２０　　  平山　義葊　　　      ９７　　 大川内南
　 ７．２４ 　　 唐帆　一郎　　　      ８２　　 本町
　 ７. ２４　　  江口　勝則　　　      ５６　　 白岩
　 ７. ２６　　  上田　玲子　　　      ７７　　 新町
　 ７. ３０　　  坂下　勉　　　　      ８１　　 上原
　 ７. ３０　　  主地本 ミ　　　         ８８　　 田浦町４    

　氏　　名　　    出生日  　  性別　   保護者　　  区

橋本　都
と き

輝　　   ６．２３　    男　　裕　貴　　古石北
籔下　乃

の の は

々羽　   ６．２６　    女　　　聡　　　宮崎
松永　健

け ん し

志　　   ６．２９　    男　　淳　一　　田浦町３
栫　　円

ま ど か

々　　   ７．  １　    女　　浩　史　　湯浦南
鬼塚　八

や く も

雲　　   ７．  ２　    男　　圭　介　　丸山
市川　敦

あつひろ

大　　   ７．  ６　    男　　大　地　　田浦１
川口　せれね　   ７．  ６　    女　　良　弘　　宮浦
中原　颯

そ う し

士　　   ７．１０　    男　　正　弘　　小田浦３
山本　知

ち か

佳　　   ７．１０　    女　　　潤　　　白木
井上　翔

しょうた

太　　   ７．１３　　男　    真　樹　　花岡西
松岡　夏

な つ き

希　　   ７．１４　　女　    俊　助　　海浦２
橋口　誠

せいじゅうろう

十朗　   ７．１６　    男　　貴　文　　豊岡
藤井　渚

な な せ

々星　   ７．１７　　女　    公　輔　　芦北

人 口　　　１９，９２６人　    （ー２６）
男 　　　　９，２９６人　　（ー１６）
女 　　　１０，６３０人　　（ー１０）

65 歳以上　　　　６，９８６人　　（＋４）
高齢化率　　　　　３５．１％　　（＋０．１）
世 帯 数　　　７，６２２世帯 　   （±０）

人口の動き（H23.8.1 現在）　　（　）内は前月比

お 誕 生 日 お め で と う
H23.7.1 ～ 7.31 受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、承諾を得た方を掲載しています。
　町外に提出された方で、掲載を希望される場合は、役場秘書広報係まで
　ご連絡ください。

ご 冥 福 を お 祈 り し ま す
H23.7.1 ～ 7.31　受付分（敬称略）

※本町窓口に届出を出された方で、掲載の承諾を得た方を掲載しています。

【
芦
北
短
歌
会
】

妻
よ
り
の
メ
モ
ら
し
き
を
手
に
我
に
問
う
野
菜
売
場
の
生し

ょ
う
が姜

の
在
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
島
　
住
子

水
田
に
民
家
の
灯
り
ゆ
ら
め
き
て
家
族
団
欒
の
幸
せ
し
の
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
頭
　
圭
子

芝
草
の
中
に
生
い
立
つ
ね
じ
花
は
細
き
花
茎
に
力
秘
め
い
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
嶋
　
良
子

川
の
辺
に
密
か
に
咲
き
し
梔く

ち
な
し子
は
梅
雨
の
合
間
を
香
り
仄ほ

の

か
に
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
宮
　
和
江

青
空
を
背
に
鳴
き
た
て
る
烏
い
て
炎
暑
の
気
配
た
だ
よ
う
朝

あ
し
た

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
米
良
　
佑
子

【
田
浦
荘
短
歌
会
】

わ
が
庭
の
あ
じ
さ
い
の
花
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
卓
に
飾
れ
ば
ひ
と
日
た
の
し
き
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
丸
　
セ
ヨ

小ち

さ
き
花
の
か
た
ま
り
て
咲
く
あ
じ
さ
い
の
花
ま
り
両も

ろ
て手

に
包
み
て
み
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
川
　
君
子

道
沿
い
の
名
も
知
ら
ぬ
花
朝
露
に
ぬ
れ
て
紫
の
地
に
這
い
て
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
上
ス
エ
ノ

あ
じ
さ
い
の
葉
の
上
に
乗
り
揺
れ
て
い
る
か
た
つ
む
り
の
背
の
黒
々
と
浮
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
迫
本
　
浩
美

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
迎
え
の
バ
ス
ま
で
車
椅
子
押
し
く
れ
し
夫
先
に
逝
き
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
本
ス
エ
子

　

短

歌

【
町
民
講
座
】

尾
上
洋
子

「
秋
の
つ
き
」

秋
の
つ
き
ひ
か
り
さ
や
け
み
と
む
ち

葉
の
お
つ
る
か
げ
さ
へ
見
え
わ
た
る

か
な

書
（
か
な
）

　全国的に飲酒運転による交通事故が後を絶たず、熊本県においても飲酒運転による事故や検挙される
ニュースが一向になくなりません。
　飲酒運転は、重大交通事故に直結する極めて悪質・危険な犯罪です。一人ひとりが、「飲酒運転は絶対
にしない、させない」ことを徹底し、飲酒運転の根絶を図りましょう。

■ 飲酒運転に関する罰則および違反基礎点数

運転者の状況 罰　　　則 違反基礎点数

酒酔い運転  ５年以下の懲役または１００万円以下の罰金   違反点数３５点（欠格期間３年）

酒気帯び運転  ３年以下の懲役または５０万円以下の罰金
・呼気１㍑につき 0.25mg 以上　違反点数２５点

・呼気 1㍑につき 0.15mg 以上　 違反点数１３点

　夏休みに入り、海水浴やプール、川遊び等、水と接することが多く、この時期には毎年各地で水難事故
が発生しています。水難事故が発生しないように次のような点に注意しましょう。

◇ 運転手に対する罰則

運転者の状況 罰　　　則

運転者が酒酔い運転 ３年以下の懲役または５０万円以下の罰金

運転者が酒気帯び運転 ２年以下の懲役または３０万円以下の罰金

◇ 運転手以外の周囲の責任についての罰則
● 車両提供者は、運転者と同じ処罰になります。

● 酒類の提供者・車両の同乗者

・子どもが遊んでいる時は、子どもから目を離さないようにしましょう。
・子どもだけで海や川では遊ばせないように注意しましょう。
・プールサイドは滑りやすいので、走らせないようにしましょう。

・体調がすぐれない時は、泳ぐのは控えましょう。
・準備体操はしっかりしてから泳ぎましょう。
・子どもたちだけでの水遊びはやめましょう。
・泳いでいる時に、ふざけあったりするのはやめましょう。
・飲酒してから泳ぐのはやめましょう。

・大きな声で助けを呼び、１１９番通報し、救急・救助要請をしましょう。
・一人で助けに行くことは二次災害の危険性があるのでやめましょう。
・できる限り、浮輪や長い棒、ロープなど身近なものを活用し救助しましょう。

〜水難事故に注意しましょう〜

保護者や監視者の注意点

泳 ぐ 人 の 注 意 点

万が一事故が発生したら・・・

●お問い合わせ
　芦北消防署　☎８２－４７３１
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編

集
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総
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課
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１
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　N
o.80

芦
北
町
立
星
野
富
弘
美
術
館
だ
よ
り

「
星
野
富
弘
・
坂
田
燦
展
」

▼
期
間　

〜
８
月
21
日
（
日
）

星野富弘「青梅」１９８６年▶

▲坂田燦
　「象

きさかた

潟や雨に西
せ い し

施がねふの花」２００２年

◇
次
回
展
示
案
内 

 「
星
野
富
弘
の
多
彩
な
詩
画
展
」　

▼ 

期
間　

８
月
24
日
（
水
）
〜
12
月
11
日
（
日
）

＊
お
問
い
合
わ
せ

　

星
野
富
弘
美
術
館

　

☎
（
８
６
）
１
６
０
０

第
十
四
回　

佐
敷
城
跡

喜
多
流
喜
秀
会
「
薪
能
」
公
演

主催   ／  芦北町
入場料  ／　前売り券　１，５００円、当日券　２，０００円　（中学生以下無料）
お問い合わせ ／  芦北町教育委員会　生涯学習課（電話　0966 － 87 － 1171　内線 145）
チケット販売所  ／  芦北町役場（商工観光課・生涯学習課・大野出張所・吉尾出張所）・芦北町社会教育センター
　　　　　　　   しろやまスカイドーム・芦北町営温泉プール

１８時００分　古武道演武（芦北太鼓、葦北鉄砲隊）
１８時４０分　開式行事
１９時００分　薪　能（狂言みのる会、喜多流喜秀会）

【演目】狂言「仏師」、能「八島」

日時　９月１１日（日）
場所　佐敷城跡二の丸広場 （雨天時…しろやまスカイドーム　）


